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1) FD 研究会報告 
2003 年 3 月 17 日午後１時より本学工学部共通
講義棟２階 CALL 教室にて、全学共通教育および
総合科学部で外国語教育に関わっている教員を
中心として、『CALL およびマルチメディア LL 教室
を使用した外国語授業の展開―全学共通教育お
よび総合科学部における外国語教育FD研究会―』
と題する FD 研究会を以下のように行った。 
 
（第１部）13:00-14:40       
















5. ４MAT と CALL 授業―体験的授業構成と CALL
活動― 
坂田浩 (留学生センター 助教授） 













本学では CALL 教室の他、全学共通教育棟 D 館




も CALL の授業は可能だが、この研究会の第 1 部
と第 2部は、それらを使用した授業の報告を中心
とした。第 1 部では、勝藤氏による D301 教室を
利用した授業実践とその成果、およびそれに基づ
いた今後の徳島大学の英語教育への提言がなさ


































2) CALL に関する研究会の趣旨 
順序が前後することになるが、このような研究
会を開催した趣旨について申し述べておきたい。



































































































で 30 時間の学習を必要とする。1 学期 15 回の授
業だけでは、この学習時間は満たせない。よって
CALL の授業を受ける学生たちは、最低 15 時間は
CALL 自習室で課外学習する。この課外学習は授業
への出席と同様、単位取得のための条件となる。




























































大学では、CALL 教材を使用する授業は週 17 クラ
ス開講されているが、受講生が教室にやってくる













































グラフ 1                    グラフ 2 
A、B が CALL を使用したクラス、C、Dが普通教
室でビデオ教材を使用して授業をしたクラスで
ある。A クラスは平均で TOEIC リスニング素点が
5.5 伸びている。単純計算では、実際の TOEIC リ
スニングテストで25-30点くらい伸びると期待で
きる数値である。B クラスも 4.6 上昇している。
一方、Cクラスは 1.54、D クラスは 1.75 と２ポイ
ント未満の伸びに留まっている。これだけを見る
と、CALL には確かに効果があると思いたくなる。




































































前後いた。C クラスや D クラスと比較すると、リ
スニングの実力が伸びた学生の割合が多いが、こ































実例：学生 a (TOEIC 正答率 1 回目: 39%、 
2 回目: 38%) 
Aクラスの所属。グラフ1からもわかるように、


























実例：学生 b (TOEIC 正答率 1 回目: 36%、 
2 回目: 23%) 




定される。この学生の GPA は 2.3 であったが、所
























実例：学生 c (TOEIC 正答率 1 回目: 40%、 
















































































  D301 の使用法についてのサイト。全学共通教
育センターのページからもリンクがある。 
2.高度情報化基盤センター (AIT Portal Site)
内の英語学習サービス（学内限定であるが、
無料で利用可） 














Listen to Me!: First Listening（初級用
CD-ROM 教材） 
Listen to Me!: Introduction to College   
Life（初中級用 CD-ROM 教材） 









(2)2002 年度、京都大学にて CALL 教材による授業
実践の成果についての聞き取り調査から。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
